（任意提出）
一部支払方法選択について
（工期途中における請負代金の一部支払の方法について、下記のうちいずれかを選択し、該当する数字を○で囲み下さい。）
1．中間前金払（契約書第38条）（請負代金額100万円以上の場合対象）
前金払に追加し、契約金額の10分の2以内で請求できる。

（留意事項）
①当該契約に係る工期の2分の1を経過し、かつおおむね工程表によりその時期までに実施すべき工事が行われ、その進捗が金額面でも2分の1以上であるとき。
②「認定請求書」を提出し調査を受け、「認定（調書）通知書」の交付があった後、保証事業会社との保証契約を締結したうえで請求できる。
③契約書第39条に規定する部分払は行わない。ただし、中間前金払・既済部分払の変更申請書を提出後に、契約変更を行った場合は、この限りではない。
※中間前金払を選択した場合は第39条第１項空白部分を０とする。
2．部分払（契約書第39条）（請負代金額1000万円以上の場合対象）

契約書第39条第1項に規定する請負代金相当額（2度目以降の請求については、請負代金相当額から既に部分払の対象となった請負代金相当額を控除した額）について、下記の式により算定した額を請求できる。
部分払金の額≦上記請負代金相当額×（9／10－前払金額／請負代金額）
なお、請求は以下の表の回数の通りとする。

	請　負　代　金　額
	回　数
	請　負　代　金　額
	回　数

	 1000万円未満
	行わない
	 3000万円以上 １億円未満
	２ 回

	 1000万円以上 3000万円未満
	１ 回
	 　１億円以上
	３ 回


上記の通り選択し通知します。
年　 月　 日
工事番号
工 事 名
工事場所
受注者 　　住 所
氏 名　　　　　　　　　　　 　
